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報告 
地域貢献活動を用いた地域課題探索・解決型実習の試行 
真田純子 鎌田磨人 上月康則 山中亮一 
（徳島大学工学部建設工学科） 
（キーワード：森林管理、環境教育、風景、体験型授業、地域貢献） 
Trial of practical training for solving problems in a region 





























































































































































































したのは、2000 年に調査が行われた 14 区画（1
















たプロットのうち 2区画（15m x 30m）の枠上およ
























ら 2007 年の間に DBH（ Diameter in Breast 
Height；胸の高さでの樹木直径）が 0～5㎝の個体


















































































































































































































































































20：00～    ⑦プログラムづくり/室内 
24日 高丸山での作業 
   9:30～11：00 ⑧プログラムの試行・体験・評価 
  11：00～12:30 ⑨プログラムの見直し 





















































































































































































































































  Ａ．良い勉強になった 
  Ｂ．特に得るものはなかった 
  Ｃ．学内の実習でも同様の成果は得られると思った


















  Ａ．長かった 
  Ｂ．妥当な期間だった 
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